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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 108,277 △1.7 8,289 43.3 8,602 26.8 6,009 26.2

2024年3月期中間期 110,184 6.3 5,784 86.0 6,784 58.8 4,763 170.6

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　6,325百万円 （△0.4％） 2024年3月期中間期　　6,353百万円 （141.9％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 81.65 ―

2024年3月期中間期 64.73 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 365,282 182,764 49.6

2024年3月期 366,775 178,613 48.3

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 181,005百万円 2024年3月期 176,983百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 29.00 ― 30.00 59.00

2025年3月期 ― 38.00

2025年3月期（予想） ― 38.00 76.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 270,000 6.9 22,000 22.1 22,500 12.8 16,000 12.1 217.39

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は添付資料P.7「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧くださ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 74,408,985 株 2024年3月期 74,399,910 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 804,743 株 2024年3月期 804,752 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 73,598,983 株 2024年3月期中間期 73,588,372 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来予測情報の適切な利用に関する説明）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現時点で入手している情報に基づき当社が判断した予想であり、その達成を当社として約束す
る趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（その他特記事項）

当社は、2024年11月14日（木）に証券アナリスト及び機関投資家向けの決算説明会を開催する予定です。説明会で使用する決算説明資料は、当日午前11時頃
を目途に当社ホームページに掲載する予定です。
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2024年３月期

中間連結会計期間

2025年３月期

中間連結会計期間
増減

受注高 売上高 受注高 売上高 受注高 売上高

樹脂製造・加工機械 56,887 44,544 37,457 29,581 △19,429 △14,963

成形機 33,597 28,825 34,050 30,788 452 1,963

防衛関連機器 25,039 9,825 31,803 11,333 6,764 1,508

その他の産業機械 14,947 9,327 14,038 14,493 △908 5,166

合計 130,471 92,523 117,350 86,197 △13,121 △6,325

営業利益 8,208 6,906 △1,301

2024年３月期

中間連結会計期間

2025年３月期

中間連結会計期間
増減

受注高 売上高 受注高 売上高 受注高 売上高

素形材製品 30,079 13,042 18,804 16,979 △11,274 3,937

エンジニアリング他 4,413 3,582 3,818 4,118 △595 536

合計 34,493 16,624 22,622 21,098 △11,870 4,473

営業利益 552 4,115 3,563

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における当社グループの業績は、受注高は1,410億16百万円（前年同期比15.0％減）、売上

高は1,082億77百万円（前年同期比1.7％減）、営業利益は82億89百万円（前年同期比43.3％増）、経常利益は86億

２百万円（前年同期比26.8％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は60億９百万円（前年同期比26.2％増）とな

りました。

主要なセグメント別の業績は次のとおりであります。

（産業機械事業）

受注高は、1,173億50百万円（前年同期比10.1％減）、売上高は861億97百万円（前年同期比6.8％減）、営業利

益は69億６百万円（前年同期比15.9％減）となりました。防衛関連機器は伸長しましたが、樹脂製造・加工機械は

受注、売上ともにEV関連投資が停滞した影響から減少しました。

（百万円）

（素形材・エンジニアリング事業）

受注高は、226億22百万円（前年同期比34.4％減）、売上高は210億98百万円（前年同期比26.9％増）、営業利益

は41億15百万円（前年同期比644.9％増）となりました。受注は前年同期に原子力製品が高水準であったことから

減少しましたが、高効率火力発電向けを中心に底堅い需要が続きました。特に営業利益は販売価格の改善効果と売

上高が増加したことに加え、操業の増加もあり大きく改善しました。

（百万円）

（２）当中間期の財政状態の概況

総資産は、前連結会計年度末比14億92百万円減少し、3,652億82百万円となりました。これは主に、現金及び預

金や売掛金などの流動資産が減少したためであります。

負債は、前連結会計年度末比56億44百万円減少し、1,825億17百万円となりました。これは主に、支払手形及び

買掛金や電子記録債務などが減少したためであります。

純資産は、前連結会計年度末比41億51百万円増加し、1,827億64百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が増加したためであります。自己資本比率は49.6％（前連結会計年度末は48.3％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、当中間連結会計期間における実績および最近の業績動向等を

踏まえ、2024年５月10日に公表いたしました2025年３月期の通期連結業績予想を修正しております。

内容につきましては、本日（2024年11月８日）公表の「連結業績予想の修正ならびに剰余金の配当（中間配当）

の決定および期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 97,613 76,280

受取手形及び売掛金 60,848 48,731

電子記録債権 4,143 4,703

商品及び製品 6,292 6,983

仕掛品 81,293 106,806

原材料及び貯蔵品 9,988 10,415

その他 14,228 14,707

貸倒引当金 △198 △216

流動資産合計 274,209 268,410

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,927 23,584

機械装置及び運搬具（純額） 12,085 12,194

その他（純額） 10,711 15,082

有形固定資産合計 46,723 50,861

無形固定資産

のれん 80 -

その他 1,577 1,801

無形固定資産合計 1,658 1,801

投資その他の資産

投資有価証券 25,276 23,850

その他 19,227 20,678

貸倒引当金 △322 △321

投資その他の資産合計 44,182 44,207

固定資産合計 92,565 96,871

資産合計 366,775 365,282

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 30,357 24,866

電子記録債務 35,489 29,927

短期借入金 12,360 12,049

１年内返済予定の長期借入金 4,844 11,824

未払法人税等 3,214 2,932

契約負債 34,690 42,351

風力事業損失引当金 512 494

事業再構築引当金 1,498 1,498

その他の引当金 681 498

その他 20,261 19,674

流動負債合計 143,909 146,117

固定負債

長期借入金 25,272 18,119

引当金 44 39

退職給付に係る負債 9,168 9,436

資産除去債務 1,427 1,439

その他 8,338 7,364

固定負債合計 44,251 36,400

負債合計 188,161 182,517

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,818 19,837

資本剰余金 5,550 5,569

利益剰余金 141,103 144,904

自己株式 △2,316 △2,316

株主資本合計 164,155 167,995

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,351 6,344

繰延ヘッジ損益 △644 △899

為替換算調整勘定 1,919 3,554

退職給付に係る調整累計額 4,202 4,011

その他の包括利益累計額合計 12,828 13,010

非支配株主持分 1,629 1,758

純資産合計 178,613 182,764

負債純資産合計 366,775 365,282
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 110,184 108,277

売上原価 85,485 81,870

売上総利益 24,698 26,406

販売費及び一般管理費 18,913 18,116

営業利益 5,784 8,289

営業外収益

受取利息 35 51

受取配当金 352 369

為替差益 336 －

固定資産賃貸益 176 136

持分法による投資利益 25 6

雑収入 294 196

営業外収益合計 1,220 762

営業外費用

支払利息 105 121

為替差損 － 187

雑損失 115 141

営業外費用合計 221 449

経常利益 6,784 8,602

特別利益

固定資産売却益 9 13

投資有価証券売却益 344 －

特別利益合計 353 13

特別損失

固定資産売却損 － 209

固定資産除却損 99 280

品質不適切行為関連損失 142 44

特別損失合計 241 534

税金等調整前中間純利益 6,896 8,081

法人税、住民税及び事業税 2,473 2,930

法人税等調整額 △419 △950

法人税等合計 2,054 1,980

中間純利益 4,842 6,100

非支配株主に帰属する中間純利益 78 91

親会社株主に帰属する中間純利益 4,763 6,009

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

- 5 -

（株）日本製鋼所(5631) 2025年３月期 第２四半期決算短信



（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 4,842 6,100

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,865 △1,006

繰延ヘッジ損益 △1,132 △255

為替換算調整勘定 849 1,678

退職給付に係る調整額 △70 △191

その他の包括利益合計 1,511 224

中間包括利益 6,353 6,325

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 6,238 6,191

非支配株主に係る中間包括利益 115 134

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

従来、所得等に対する法人税、住民税及び事業税等（以下、「法人税等」という。）について、法令に従い算定

した額を損益に計上することとしておりましたが、所得に対する法人税等について、その発生源泉となる取引等に

応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとし、その他の包括利益累計額に計上され

た法人税等については、当該法人税等が課される原因となる取引等が損益に計上された時点で、これに対応する税

額を損益に計上することとしました。なお、課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株主資本又はその他の

包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金額を算定すること

が困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

当該会計方針の変更にあたっては、2022年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。

なお、この適用による中間連結財務諸表への影響はありません。

（中間連結貸借対照表に関する注記）

　（偶発債務）

当社の子会社である日本製鋼所M&E株式会社が製造する製品の一部につき、その製造過程で実施すべき検査の一

部において、お客様の要求仕様から逸脱する検査数値を、関連仕様の範囲内に収まる数値とするなどの不適切な行

為が行われていたことが2022年5月に社内調査により判明し、外部弁護士から構成される特別調査委員会の調査報

告書を2022年11月に受領しました。

つきましては、将来の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点ではその影響額を合理

的に見積もることが困難なため、中間連結財務諸表には反映しておりません。

（中間連結損益計算書に関する注記）

　　（品質不適切行為関連損失）

当社の子会社である日本製鋼所M&E株式会社（以下「M&E社」といいます。）が製造する製品の一部につき、その

製造過程で実施すべき検査の一部において、お客様の要求仕様から逸脱する検査数値を、関連仕様の範囲内に収ま

る数値とするなどの不適切な行為（以下「不適切行為」といいます。）が行われていたことが2022年5月に社内調査

により判明いたしました。

当社は、今般のM&E社での不適切行為の発覚を受けて、M&E社のみならず当社グループの品質保証体制の検証に取

り組んでおり、加えて、外部弁護士から構成される特別調査委員会を設置し、調査を実施いたしました。これらに

関連する費用等を品質不適切行為関連損失として計上しております。

なお、本件事案の今後の進捗次第では、顧客への補償費用等の発生により当社の連結業績に影響を及ぼす可能性

がありますが、現時点ではその影響額を合理的に見積もることが困難なため、中間連結財務諸表には反映しており

ません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
産業機械事業

素形材・

エンジニアリング

事業

その他事業 計

売上高

樹脂製造・加工機械 44,544 － － 44,544 － 44,544

成形機 28,825 － － 28,825 － 28,825

防衛関連機器 9,825 － － 9,825 － 9,825

その他の産業機械 9,327 － － 9,327 － 9,327

素形材製品 － 13,042 － 13,042 － 13,042

エンジニアリング他 － 3,582 － 3,582 － 3,582

その他 － － 1,036 1,036 － 1,036

顧客との契約から生じる収益 92,523 16,624 1,036 110,184 － 110,184

（１）外部顧客への売上高 92,523 16,624 1,036 110,184 － 110,184

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
636 4,169 934 5,740 (5,740) －

計 93,159 20,794 1,970 115,924 (5,740) 110,184

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（△）（営業損失）
8,208 552 △91 8,669 (2,884) 5,784

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,884百万円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△2,813百万円及びセグメント間取引にかかる棚卸資産の調整額等△70百万円が含まれております。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）１

中間連結

損益計算書

計上額

（注）２
産業機械事業

素形材・

エンジニアリング

事業

その他事業 計

売上高

樹脂製造・加工機械 29,581 － － 29,581 － 29,581

成形機 30,788 － － 30,788 － 30,788

防衛関連機器 11,333 － － 11,333 － 11,333

その他の産業機械 14,493 － － 14,493 － 14,493

素形材製品 － 16,979 － 16,979 － 16,979

エンジニアリング他 － 4,118 － 4,118 － 4,118

その他 － － 981 981 － 981

顧客との契約から生じる収益 86,197 21,098 981 108,277 － 108,277

（１）外部顧客への売上高 86,197 21,098 981 108,277 － 108,277

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
574 3,691 956 5,223 (5,223) －

計 86,772 24,789 1,938 113,500 (5,223) 108,277

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（△）（営業損失）
6,906 4,115 △50 10,971 (2,681) 8,289

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,681百万円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△1,972百万円及びセグメント間取引にかかる棚卸資産の調整額等△709百万円が含まれております。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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セグメント区分
前中間連結会計期間

（2023年４月１日～2023年９月30日）

当中間連結会計期間

（2024年４月１日～2024年９月30日）

産  業  機  械  事  業 130,471 117,350

素形材・エンジニアリング事業 34,493 22,622

そ   の   他   事   業 1,014 1,042

合         計 165,979 141,016

セグメント区分
前中間連結会計期間

（2023年４月１日～2023年９月30日）

当中間連結会計期間

（2024年４月１日～2024年９月30日）

産  業  機  械  事  業 92,523 86,197

素形材・エンジニアリング事業 16,624 21,098

そ   の   他   事   業 1,036 981

合         計 110,184 108,277

セグメント区分
前中間連結会計期間

（2023年４月１日～2023年９月30日）

当中間連結会計期間

（2024年４月１日～2024年９月30日）

産  業  機  械  事  業 248,346 310,600

素形材・エンジニアリング事業 60,071 57,121

そ   の   他   事   業 132 185

合         計 308,549 367,907

３．補足情報

受注高、売上高及び受注残高の状況

（１）受注高

（単位：百万円）

（２）売上高

（単位：百万円）

（３）受注残高

（単位：百万円）
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